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1. 研究背景と目的 

 

 夏の新潟を含む日本海は一般的には穏やかな

海象である．しかし，水難事故は絶えず発生し

ている．2025年の夏季(7月～8月)には，全国で

446 件,水難者 535人の水難事故が発生している
1)．このうち，288人が海での事故であり，水難

事故の原因として離岸流がある 1)．全国的には毎

年多くの離岸流事故が発生している．このう

ち，新潟県でも離岸流事故が発生しており，報

道によると，2025年には県内で 7件の海での水

難事故が発生している 2)．ライフセービング協会

によると，海水浴時での溺水事故の約半数が，

離岸流が発生要因と考えられおり，新潟県内で

も離岸流が原因と思われる水難事故が発生して

いると考えられ，今後の事故防止案を検討する

上でも，発生場所などを把握しておくことは重

要であると考えられる．また，水難事故は海水

浴などのマリンレジャー中に発生するだけでな

く，水上での作業中や水際での生活行動中にも

発生しており，その発生状況を把握しておくこ

とも必要であると考えられる．そこで，本研究

では，既往の水難事故を調べ，離岸流や，その

他の要因で発生した水難事故状況を把握し，発

生件数や，事故が発生した海象などを把握す

る．これにより特に発生状況が多い海岸がある

場合には、その海岸の地形的、海象的条件など

から何故事故が発生しやすいのか考察し、可能

であれば、事故防止に関する案を検討すること

を目的とする．ここでは，第九管区海上保安本

部より事故情報を提供していただき，その情報

を参考にした． 

 

2. 新潟県内の水難事故概要 

(1) 新潟県内と新潟市周辺の水難事故状況 

 図 2.1，図 2.2には水難事故が発生した地点

を地図上にプロットしたものを示す．図から

2018 年から 2024 年の間に 432件発生し，特に

新潟市周辺，上越・糸魚川周辺，佐渡島に集

中していることがわかる．中でも新潟市周辺

の海岸では約 100 件発生し，新潟西港が最多

の 36 件を占めた．事故概要から，新潟西港で

の事故の多くは自殺目的の入水であることが

明らかとなったこれらの事故は，人目につき

にくく水へのアクセスが容易な場所で，深夜

から早朝にかけての穏やかな天候下で発生す

る傾向があり，新潟西港の空間構造が自殺行

為を成立させやすい要因となっている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2 新潟市周辺における水難事故の発生年月日 

 

(2) 新潟市周辺の水難事故の傾向と特徴 

 新潟市周辺の海岸事故は 7月から 8月に集中

し，夏季のレジャー利用者増加が事故に直結し

ている．年齢別では成年が約半数と最も多く，

遊泳中やマリンスポーツ中の過信や飲酒が事故

図 2.1 新潟県における海浜部での水難事故発生状況 



要因である．高齢者はレジャー事故のほか自殺

の割合が高く，防波堤や磯場など足場が不安定

な場所での釣り中事故も多い．未成年は夏季の

レジャーに集中し，海浜部特有の危険への認識

不足が要因である．事故要因分類ではマリンレ

ジャーが 48%，次いで自殺が 24%を占める．こ

の他に，漁業等の業務事故や，散策中の転落事

故も発生している． 

 

(3) 新潟市周辺における遊泳中・マリンレジャー中

での水難事故発生状況(2001 年から 2024年) 

 遊泳中の水難事故は全体で約 84件確認され，

そのうち離岸流関連は約 41 件と全体の約 5割を

占めている．一方マリンレジャー全体（遊泳含

む）では約 128件中 45件が離岸流関連であり，

割合は約 3割強と遊泳中と比較して相対的に低

い．両者を比較すると，遊泳中事故における離

岸流関連は約 49％，マリンレジャー全体では約

35％となり，離岸流は特に遊泳中の事故におい

て大きな要因であることがわかる． 

 

3. 事故発生時の離岸流との関係 

 新潟市周辺では，海水浴が可能とされる波

高 0〜0.6m の範囲で 17件の離岸流事故が発生

しており，低波高が必ずしも安全を意味しな

い．離岸流は穏やかな海況でも局所的に強い

沖向きの流れを形成するため，利用者の警戒

心が低下し，無自覚のまま巻き込まれるリス

クが高い．既往研究によると，有義波高 0.5m

以下でも流速は 0.4m/s弱に達する場合があり

(図 3.1)，これは成人でも逆行が困難なレベル

である．1m/s 近くに達する高波浪時は危険が

明確で遊泳が控えられやすいため，実際には

危険が可視化されにくい低〜中波高条件下に

事故が集中する．事故発生の物理的メカニズ

ム(図 3.2)として，水深が胸部に達すると浮力

増加により足が接地せず推進力が著しく低下

するため，たとえ 0.2m/s 程度の弱い流れであ

っても危険察知が遅れれば戻ることが困難と

なり疲弊して事故に至ると考えられる． 

 

図 3.1 離岸流流速と有義波高の関係 

 

図 3.2 離岸流事故発生のメカニズム 

 

4. まとめ 

 本研究では，新潟市周辺海浜部の水難事故

の要因を分析した．最大の知見は，事故発生

が波高ではなく，離岸流にさらされた際に人

が動けない状態にあるかで決定づけられる点

である．特に遊泳中事故の約 44％が離岸流に

起因し，その多くが，波高 0.3〜0.6mの比較的

穏やかな海況かつ，水深増加により踏ん張り

が効かなくなる水深帯で発生していた．ま

た，不安定な足場での滑落や自殺目的の入水

も事故に大きく関与している．従来の「低波

高＝安全」という認識は危険であり，波高の

数値のみに頼らない，離岸流流速や地形を考

慮した総合的な評価が必要である．今後の対

策として，物理的な滑落防止に加え，危険箇

所の可視化と情報提供が不可欠である． 
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